
と
、
法
要
終
了
後
、
新
門
様
の
お
言
葉
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
た
び
、
二
〇
一
四
年
六
月
に
法
統
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

平
成
二
十
五
年
度
の
光
山
寺
中
期
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

た
。
親
鸞
聖
人
が
『
教
行
信
証
』
を
著
さ
れ
て
以
来
、
七
九
〇
年
間
に
わ

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
っ
て
浄
土
真
宗
の
み
教
え
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
阿
弥
陀
如
来

★
光
山
寺
法
要

の
は
た
ら
き
に
よ
り
、
私
の
も
つ
自
己
中
心
性
を
自
覚
し
な
が
ら
、
自
己

五
月
一
・
二
日
（
水
・
木
曜
）
春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
中
島
昭
念
師
）

と
他
者
を
平
等
に
尊
重
す
る
浄
土
真
宗
の
生
き
方
は
、
混
迷
す
る
社
会
に

九
月
二
六
・
二
七
日
（
木
・
金
曜
）
秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
上
原
泰
教
師
）

さ
る
四
月
十
五
日
、

あ
っ
て
、
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
浄
土
真
宗
の

★
山
口
教
区
・
萩
組

立
教
開
宗
法
要
（
春
の

歴
史
を
真
摯
に
見
つ
め
、
次
世
代
へ
と
教
え
が
伝
わ
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い

五
月
二
一
日
（
火
曜
）

萩
組
初
参
式
（
萩
幼
稚
園
）

法
要
）
後
、
浄
土
真
宗

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」

六
月

一
日
（
土
曜
）

萩
組
総
代
会
総
会
・
研
修
会
（
西
生
寺
）

本
願
寺
派
大
谷
光
真
ご

《
門
徒
推
進
員
に
な
り
ま
し
た
》

六
月

九
日
（
日
曜
）

萩
組
仏
教
婦
人
会
大
会
（
萩
幼
稚
園
）

門
主
様
が
、
来
年
六
月

こ
の
度
、
萩
組
の
連
続
研
修
会
（

六
月
一
〇
日
（
月
曜
）

山
口
別
院
、
永
代
経
法
要
（
萩
組
参
拝
日
）

五
日
を
も
っ
て
ご
退
任

通
称
「
連
研
」
）
の
第
十
期
を
受
講
修

六
月
二
二
日
（
土
曜
）

萩
組
仏
教
壮
年
会
総
会
・
研
修
会
（
平
安
寺
）

さ
れ
る
こ
と
を
表
明
さ

了
さ
れ
た
山
中
喜
久
子
一
さ
ん
（
萩

七
月
二
六
・
二
七
日

萩
組
子
供
一
泊
合
宿
（
萩
幼
稚
園
）

れ
ま
し
た
。
ご
門
主
様

市
三
見
）
が
、
ご
本
山
で
の
中
央
教

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）

午
前
九
時
（
本
堂
）

の
お
言
葉
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

修
を
受
講
さ
れ
て
、
新
た
に
門
徒
推

五
月
十
一
日
（
土
曜
）・
六
月
十
六
日
（
日
曜
）・
七
月
十
三
日
（
土
曜
）

「
こ
の
度
、
私
は
、
本
願
寺
住
職
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
を
退
任

進
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
光
山
寺
の

八
月

四
日
（
日
曜
）

※
原
則
第
三
土
曜
家
族
の
日
に
開
催
。

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
四
月
に
就

仏
教
婦
人
会
副
会
長
や
コ
ー
ラ
ス
指
導
も
い
た
だ
い
て
い
る
山
中
さ
ん

★
仏
教
青
年
会

子
供
会
と
合
同
開
催
（
庫
裏
）

任
し
て
以
来
、
満
三
六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
明
年
の
六
月
五
日
を
も
っ

よ
り
「
今
で
き
る
こ
と
を
」
と
題
し
て
感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、

五
月
二
六
日
（
日
曜
）・
八
月

四
日
（
日
曜
）

て
、
退
任
い
た
し
ま
す
。
先
代
勝
如
門
主
は
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）

こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
仏
教
壮
年
会

年
の
本
山
本
願
寺
に
お
け
る
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
年
立
教
開
宗
七
百

「
そ
れ
は
、
突
然
の
出
来
事
で
し
た
。
昨
年
十
一
月
十
九
日
に
転
倒
し
て
、

六
月

九
日
（
日
曜
）
午
後
七
時

仏
教
壮
年
会
総
会
（
本
堂
）

五
十
年
の
ご
法
要
を
終
え
、
引
退
を
お
決
め
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、

膝
を
骨
折
し
た
の
で
す
。
十
二
月
に
参
加
予
定
の
門
徒
推
進
員
養
成
中
央

六
月

九
月
（
日
曜
）
午
前
八
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

or

親
鸞
聖
人
の
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
の
ご
満
座
の
導
師
を
勤
め
る
こ

教
修
を
一
度
は
断
念
し
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
本
年
三
月
に
延
期
し

★
仏
教
婦
人
会

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
よ
う
宗
門
の

て
も
ら
い
、
京
都
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
〝
ま
た
今
度
〟
は
な
い
よ

五
月
十
九
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

組
織
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
十
年
後
に
は
ご
誕
生
八
百
五
十
年
を
迎
え

う
な
気
が
し
た
か
ら
で
す
。
ま
だ
、
正
座
が
で
き
な
い
三
泊
四
日
は
長
い

五
月
二
六
日
（
日
曜
）
午
後
一
時
半

全
役
員
会

ま
す
。
新
た
な
歩
み
を
始
め
る
良
い
時
期
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
後
を

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
数
々
の
ご
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
り
、
充
実
し
た

六
月
二
七
日
（
木
曜
）
午
前
八
時
半

清
掃
・
莊
厳
・
リ
ハ
ー
サ
ル

継
ぎ
ま
す
新
門
は
、
既
に
、
築
地
本
願
寺
の
副
住
職
と
し
て
、
実
務
に

楽
し
い
中
央
教
修
で
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
門
信
徒
の
方
た
ち
と
、

六
月
二
九
・
三
〇
日
（
土
・
日
曜
）
光
山
寺
婦
人
会
法
座
（
佐
々
木
大
乗
師
）

就
く
ば
か
り
で
な
く
、
首
都
圏
を
始
め
各
地
を
訪
ね
、
宗
門
の
事
情
へ

同
じ
場
所
で
語
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
こ
ん
な
経
験
は
め
っ
た
に
で

★
総
代
会

六
月
十
六
日
（
日
曜
）
午
後
五
時
（
本
堂
）

総
会

の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
感
覚
と
知
識
を
も
っ
て
任
を
果
た

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
萩
組
の
連
続
研
修
、
そ
し
て
、
本
山
で
の

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
央
教
修
に
、
一
歩
踏
み
出
し
て
、
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い

六
月
十
七
日
（
月
曜
）・
八
月
五
日
（
月
曜
）

申
す
ま
で
も
な
く
、
私
は
、
住
職
門
主
の
職
務
を
離
れ
ま
し
て
も
、

ま
す
。
年
齢
制
限
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
大
正
九
年
生
ま
れ
、

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
退
任
後
も
、
九
十
五
歳
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
〝
阿
弥
陀
さ
ま
に
救
わ
れ
ま

五
月
十
一
日
（
土
曜
）・
六
月
八
日
（
土
曜
）・
七
月

六
日
（
日
曜
）

ご
法
義
繁
昌
の
た
め
、
そ
の
務
め
を
果
た
す
所
存
で
す
。
宗
門
の
行
事

し
た
…
…
〟
と
語
ら
れ
た
言
葉
が
、
ず
し
り
と
胸
に
ひ
び
き
ま
し
た
。
私

八
月

十
日
（
土
曜
）・
九
月
七
日
（
土
曜
）・
十
月
十
二
日
（
土
曜
）

等
は
一
年
以
上
前
に
準
備
を
始
め
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
継

も
歳
を
重
ね
て
、
〝
か
く
あ
り
た
い
〟
と
思
い
ま
し
た
が
、
明
日
の
こ
と

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裏
）

承
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
こ
の
時
期
に
、
退
任
を
表
明
す
る
こ
と

は
わ
か
ら
ぬ
身
で
す
。
今
で
き
る
こ
と
を
、
ひ
と
つ
ず
つ
積
み
重
ね
て
い

五
月
十
九
日
（
日
曜
）・
六
月
二
三
日
（
日
曜
）

に
い
た
し
ま
し
た
。」

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
お
寺
参
り
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
。」

※
コ
ー
ラ
ス
練
習
会
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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若
院
安
居
副
講
者
と
し
て
出
講

な
る
。
萩
組
で
は
本
年
度
は
葬
儀
の
内
容
や
進
め
方
に
つ
い
て
論
議
し
、

本
年
七
月
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
本
願
寺
安
居
（
本

先
に
発
行
さ
れ
て
い
る
「
葬
儀
の
し
お
り
」
に
つ
い
て
も
見
直
し
改
訂
を

願
寺
派
僧
侶
の
宗
学
研
鑽
の
講
会
）
に
、
若
院
が
副
講
者
と
し
て
出
講
し
、

は
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●

礼
讃
の
夕
べ
五
月
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
八
時
よ
り
今
年
も
開
催
！

法
然
聖
人
の
主
著
で
あ
る
『
選
択
集
』
を
講
義
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
光
山
寺
で
は
、
先
に
ご
案
内
の
と
お
り
、
護
持
会
発
足
に
と
も
な

「
正
信
念
仏
偈
」
の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
お
経
の
練
習
会
も
今
年
で
二
十
三
年
目
と
な

リ
ハ
ー
サ
ル
を
含
め
て
二
週
間
以
上
の
長
期
研
鑽
の
場
と
な
り
ま
す
。
そ

っ
て
、
「
お
寺
へ
の
お
参
り
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
お
経
の
練
習
会
と
し
て
、
本
年
も
五
月
か
ら
十
月
ま
で

の
間
、
光
山
寺
法
務
や
各
種
行
事
に
若
院
が
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
関
係
す

実
践
目
標
と
し
て
掲
げ
、
「
ま
ず
、
私
が
お
寺
へ
お
参
り
い
た
し
ま
す
。
」

の
月
一
度
の
練
習
（
原
則
第
二
土
曜
日
の
午
後
八
時
）
で
、
お
経
本
（
聖
典
）
を
中
心
に
日

る
ご
門
徒
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の

「
あ
な
た
も
お
参
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
「
誘
い
あ
い
、
声
か
け
あ
っ
て

常
の
基
本
的
勤

行
の
一
通
り
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
経
本
を
お
持
ち
で
な
い
方

程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
参
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
の
具
体
的
指
針
の
も
と
に
、
お
寺
参
り

ご
ん
ぎ
よ
う

は
光
山
寺
に
て
用
意
し
ま
す
の
で
参
加
当
日
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
最
近
で
は
新
し
い
参

山
口
教
区
・
萩
組
の
実
践
運
動
重
点
目
標
き
ま
る

の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

加
の
方
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
お
若
い
方
、
は
じ
め
て
参
加
の
方
は
大
歓
迎
で
す
。

宗
門
で
は
、
二
〇
一
二(

平
成
二
四)

年
四
月
一
日
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
基

法
話
「
悪
人
」

東
北
教
区

松
井
丘
司

（
お
申
し
込
み
は
不
要
・
無
料
で
す
）

幹
運
動(

門
信
徒
会
運
動
・
同
朋
運
動)

推
進
の
成
果
を
踏
ま
え
、
「
宗
制
」

も
し
、
「
あ
な
た
は
善
人
で
す
か
、
そ
れ
と
も
悪
人
で
す
か
」
と
尋
ね

●

光
山
寺
初
参
式
五
月
十
九
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

に
掲
げ
る
基
本
理
念
を
体
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
「
自
他
共
に
心
豊
か
に

ら
れ
た
ら
、
皆
さ
ま
は
ど
う
お
答
え
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
活
動
と
し
て
、
「
御

「
私
は
根
っ
か
ら
の
善
人
で
す
。
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
悪
い
こ
と
な
ど

い
ま
す
。
今
年
も
五
月
十
九
日
光
山
寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
後
一
年
く
ら
い
ま
で

同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」(

実
践
運
動)

を
推
進
し
て
い
る
。

し
た
こ
と
も
な
い
し
、
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
い
切
れ
る
人

の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う

総
合
テ
ー
マ
は
、
「
そ
っ
と
つ
な
が
る

ホ
ッ
が
つ
た
わ
る

～
結
ぶ
絆

は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
「
私
は
本
当
の
悪
人
で
す
。
私
に
は
、
良

合
同
の
初
参
式
で
す
。
昨
今
子
供
の
減
少
が
激
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
う
か
ご
親
戚
等
に

か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ
～
」
で
、
東
日
本
大
震
災
以
後
、
「
絆
」
が
時
代

心
な
ど
と
い
う
も
の
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
少
な
い

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
申
し
込
み
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。
を
象
徴
す
る
言
葉
と
な
っ
た
が
、
絆
と
は
、
離
れ
が
た
く
つ
な
が
り
あ
っ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
ま
あ
、
大
体
は
善
人
だ
と
思
う
が
、
時
に

尚
、
お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
で

て
い
る
関
係
を
意
味
し
て
い
る
。
悲
痛
な
経
験
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の

は
悪
い
こ
と
を
し
た
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
人
や
、

き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で
の
初
参
式
も
受
け
付
け
て
い

「
つ
な
が
り
」
の
尊
さ
へ
の
気
づ
き
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
一
歩

「
ど
だ
い
人
間
と
い
う
も
の
は
、
善
と
悪
と
が
同
居
し
て
い
る
の
で
あ
っ

ま
す
。
尚
、
萩
組
の
初
参
式
は
五
月
二
十
一
日
に
萩
幼
稚
園
に
て
開

踏
み
込
ん
で
、
「
つ
な
が
り
」
の
よ
り
深
く
広
い
意
味
を
、
仏
教
の
立
場

て
、
あ
な
た
の
善
人
か
悪
人
か
と
い
う
質
問
自
体
が
無
理
な
ん
だ
」
と
お

催
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も
参
加
受
付
中
で
す
。

か
ら
発
信
し
て
い
く
の
が
「
ご
縁
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
「
そ
っ
と
」

っ
し
や
る
方
は
、
か
な
り
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●

親
鸞
聖
人
鑚
仰
会

会
員
募
集
！

と
は
、
や
さ
し
く
包
み
こ
む
よ
う
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
味
し
、「
ホ
ッ
」

と
こ
ろ
が
親
鸞
聖
人
は
、
ご
自
身
を
は
っ
き
り
極
悪
の
人
と
断
定
し
て

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た
「
親

と
は
、
そ
う
し
た
つ
な
が
り
の
中
で
与
え
ら
れ
る
安
心
感
の
こ
と
で
、
こ

お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
普
通
の
、
世
間
的
な
意
味
で
の
悪
人
と
は
少
し
違

鸞
聖
人
鑚
仰
会
」
を
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
実
感
さ
れ
、
安
心
と
温

う
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
如
来
と
い
う
ま
こ
と
に
素
晴
ら
し
い
、

ご
門
徒
に
限
ら
ず
、
年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
仰
ぐ
方
々
の

も
り
の
あ
る
社
会
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち

光
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
方
の
前
に
自
分
を
置
い
た
時
に
、
自
分
の
お
ろ
か
さ
、

集
ま
り
で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
西
本
願
寺
の
『
季
刊
せ
い
て

は
、
大
悲
の
は
た
ら
き
に
包
ま
れ
て
い
る
身
と
し
て
、「
ご
縁
」
の
尊
さ
、

み
に
く
さ
が
あ
り
の
ま
ま
に
映
し
出
さ
れ
る
、
そ
れ
が
親
鸞
聖
人
の
悪
人

ん
』
を
中
心
に
学
習
し
ま
す
。
浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
お
持
ち
で

大
切
さ
を
、
社
会
の
中
に
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

の
自
覚
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
悪
人
の
自
覚
は
、
そ
の
ま
ま
阿
弥
陀
如
来

な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
尚
、
開
催
は
偶
数
月
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
よ
り
（
次
回
六

ま
し
ょ
う
。

の
光
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

月
十
七
日
）
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
詳
細
別
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
）

そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
具
体
的
な
社
会
活
動
展
開
課
題
も

こ
の
よ
う
に
悪
人
と
い
う
受
け
取
り
方
は
、
他
に
は
な
い
素
晴
ら
し
い

●
本
の
紹
介

『
浄
土
真
宗
は
じ
め
の
一
歩
』

い
く
つ
か
提
示
さ
れ
た
が
、
山
口
教
区
や
萩
組
で
は
、
「
葬
送
儀
礼
」
を

教
え
な
の
で
す
が
、
一
方
で
は
こ
れ
を
誤
解
し
て
、
「
い
く
ら
悪
い
こ
と

タ
イ
ト
ル
の
通
り
、浄
土
真
宗
の
入
門
書
で
す
。
京
都
女
子
大
学
の
森

中
心
と
し
、
特
に
「
葬
儀
の
意
義
を
伝
え
て
い
く
」
こ
と
に
重
点
を
置
い

を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
か
、
「
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
救
わ

田
真
円
先
生
に
よ
る「
浄
土
真
宗
の
教
え
」で
は
、「
他
力
本
願
」「
悪
人
正

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
大
切
な
人
の
死
を
通
し
て
、
生
き
る
こ
と
の
意

れ
る
」
と
考
え
て
い
る
人
も
、
事
実
あ
り
ま
す
。

機
」な
ど
キ
ー
ワ
ー
ド
で
浄
土
真
宗
の
教
え
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
相

味
や
如
来
の
救
い
の
尊
さ
を
知
ら
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う
葬
送
の
本
来
の

し
か
し
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
こ
ん
な
悪
人
の
自

愛
大
学
教
授
の
釈
徹
宗
先
生
に
よ
る「
な
る
ほ
ど
ナ
ッ
ト
ク
浄
土
真
宗
」で
は「
戒
名
と
法
名
」「
天
国
と

意
味
を
、
葬
儀
や
僧
侶
の
あ
り
方
を
研
鑽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
生
さ

分
が
救
わ
れ
て
い
く
教
え
で
あ
り
、
積
極
的
に
世
の
た
め
人
の
た
め
に
生

地
獄
」の
違
い
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。こ
の
他
、
お
仏
壇
の
お
飾
り
、
焼
香
の
作
法
、
本

せ
て
い
く
。
そ
の
活
動
を
通
し
て
、
死
別
の
悲
嘆
に
寄
り
添
い
、
受
け
と

き
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

願
寺
の
参
拝
案
内
が
好
評
で
す
。（
本
願
寺
出
版
社
、一
二
六
〇
円
、ISB

N

コ
ー
ド978-

4
-
894

16-
712-

4

）

め
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
そ
の
内
容
と

テ
レ
ホ
ン
法
話
集
「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
」（
第
１
集
）
よ
り
転
載

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第４９号） 光山寺新聞 ２０１３年（平成２５年）５月１日（水曜日）


